　「Words of Clan Mother Ahnissi」訳本

　「族母Ahnissiの言葉――愛娘のために――」

　著者：不明

　Ahnissiは貴女に伝える。貴女は、もうニャアニャアと鳴きたてる仔猫ではないし、Ahnissiから教えられた秘密を守ることを学んだ。だから、Ahnissiは貴女に伝える。
　最初に、２匹の腹子〔同一の母親から生まれた子供〕、すなわちAhnurrとFadomaiが存在していた。多数の時期の後に、FadomaiはAhnurrに言った。「結婚して子供を作って、そして、幸福を分かち合おう」
　そして、彼らは〈最初の猫〉〔First Cat〕のAlkoshを産んだ。そして、Ahnurrは言った。「Alkosh、私達は貴方に時間を与えよう。何となれば、猫と同じくらいに速かったり遅かったりするものは何であるのか？〔※１〕」
　そして、彼らは〈風〉〔Winds〕のKhenarthiを産んだ。「Khenarthi、私達は貴女に空を与えよう。何となれば、風よりも高く飛べるものは何であるのか？」
　そして、彼らは〈猫の瞳〉〔Cat's Eye〕のMagrusを産んだ。「Magrus、私達は貴方に太陽を与えよう。何となれば、猫の瞳よりも輝くものは何であるのか？」

　そして、彼らは〈母なる猫〉〔Mother Cat〕のMaraを産んだ。「Mara、貴女は愛である。何となれば、母よりも愛情に満ちているものは何であるのか？」
　そして、彼らは〈落ちこぼれ〉〔Runt〕のS'rendarrを産んだ。「S'rendarr、私達は貴方に慈悲を与えよう。何となれば、慈悲による他に、如何にして落ちこぼれは生きていくことが可能であるのか？」
　そして、多数の時期を経て、AhnurrとFadomaiは幸福であった。
　そして、Ahnurrは言った。「幸福を分かち合うために、私達は更なる子供を持たねばならない」そして、Fadomaiは同意した。そして、彼女はHermorahを産んだ。そして、彼女はHircineを産んだ。そして、彼女はMerrunz、Mafala、Sangiin、Sheggorath、その他の多数を産んだ。
　そして、Fadomaiは言った。

　「Hermorah、貴方は〈潮の干満〉〔Tides〕である。何となれば、月が潮の干満を予言しているか潮の干満が月を予言しているか、そのように言える〔決定できる〕ものは誰であるのか？」

　「Hircine、貴方は〈空腹の猫〉〔Hungry Cat〕である。何となれば、空腹を抱えた猫よりも巧みに狩を行えるものは何であるのか？」
　「Merrunz、貴方はJa'Khajiitである。何となれば、若猫よりも破壊的であるものは何であるのか？」
　「Mafala、貴女は〈族母〉〔Clan Mother〕である。何となれば、族母の手法よりも秘密の固いものは何であるのか？」
　「Sangiin、貴方は〈血の猫〉〔Blood Cat〕である。何となれば、血の衝動を支配できるものは誰であるのか？」
　「Sheggorath、貴方はSkoomaである。何となれば、skoomaを飲んだ猫よりも狂気じみたものは何であるのか？」
　そして、Ahnurrは言った。「２匹の腹子にとって充分である。何となれば、多すぎる子供は私達の幸福を盗み去るだろうから」
　しかし、KhenarthiはFadomaiの下を訪れて言った。「母なるFadomai、私の兄のAlkoshでさえも飛んでいけない程の、極めて高度の世界の上空に在って、Khenarthiは寂しくなっています」Fadomaiは彼女に哀れみを覚えて、Ahnurrを欺いて再び子を孕んだ。
　そして、Fadomaiは〈双月〉〔Moons〕とそれらの〈動作〉〔Motions〕を産んだ。そして、彼女は雄大なる砂漠と青々と茂った森林であるNirniを産んだ。そして、彼女は黄昏と暁であるAzurahを産んだ。
　そして、最初から、母の愛情を巡ってNirniとAzurahは争っていた。
　まだFadomaiが子供を産んでいる間に、Ahnurrは彼女を捕えた。彼は怒っていた。AhnurrがFadomaiに一撃を与えると、最後の腹子を産むために、彼女は遥かに離れた〈真暗闇〉〔Great Darkness〕の中に逃げ込んだ。Fadomaiの子供たちは何が起こったのかを聞いて、彼女の下に行ってAhnurrの怒りから彼女を守るために、彼らの全員が遣ってきた。
　そして、Fadomaiは〈真暗闇〉の中で最後の腹子であるLorkhajを産んだ。そして、〈Lorkhajの心臓〉〔Heart of Lorkhaj〕は〈真暗闇〉に満たされた。そして、彼が産まれた時に、〈真暗闇〉は自身の名前であるNamiiraを知った。
　そして、Fadomaiは自身の死期が近いことを知っていた。Fadomaiは言った。
　「Ja-Kha'jay、Fadomaiは貴方に〈格子〉〔Lattice〕を与えよう。何となれば、月たちの満ち欠けよりも一定であるものは何であるのか？　貴方の永久なる動作は、私達をAhnurrの怒りから守るだろう」そして、月たちは天空に於ける自身の居場所を取るために立ち去った。そして、Ahnurrは唸って〈真暗闇〉を揺さぶったけれど、彼は〈格子〉を横切れなかった。
　そして、Fadomaiは言った。
　「Nirni、Fadomaiは貴女に素晴らしい贈物を残そう。今日、Fadomaiが子供を産んだように、貴女は子供を産むようになるだろう」Azurahが何も持っていないことを知って、Nirniは微笑を残して立ち去った。
　そして、Azurahを残して、Fadomaiの子供の全員が立ち去った。そして、Fadomaiは言った。「私の愛娘、Fadomaiは貴女に素晴らしい贈物を残そう。Fadomaiは貴女に秘密を残そう」そして、Fadomaiは彼女に３つの事柄を伝えた。
　そして、Fadomaiは言った。「Nirniが彼女の子供たちによって満たされた時に、彼らの１匹を取って彼らを変化させなさい。とても素早くて賢くて美しい人々に変えて、彼らをKhajiitと呼びなさい」
　そして、Fadomaiは言った。「Khajiitは飛び切りの登り手に違いない。何となれば、もしもMasserとSecundaが落ちたら、彼らはKhenarthiの息を登って、月たちを在るべき軌道に戻すに違いないから」
　そして、Fadomaiは言った。「Khajiitは飛び切りの騙し手に違いない。何となれば、彼らは何時でも自身の本性をAhnurrの子供たちから隠しておくに違いないから」
　そして、Fadomaiは言った。「Khajiitは飛び切りの生き手に違いない。何となれば、Nirniは嫉妬に駆られて、砂漠を過酷にして森林を狭量にするだろうから。そして、何時でも、Khajiitは腹を空かしてNirniと不和であるだろうから」
　そして、これらの言葉を残してFadomaiは死んだ。
　多数の時期の後に、NirniはLorkhajの下を訪れて言った。「Lorkhaj、数多の子供たちを産むようにFadomaiは私に言った。しかし、彼らのための場所は存在しない」
　そして、Lorkhajは言った。「Lorkhajは子供たちのための場所を作り出そう。そして、彼らを産めるように、そこに貴女を置こう」しかし、〈Lorkhajの心臓〉は〈真暗闇〉に満たされていたので、Lorkhajは彼の兄弟たちを欺いて、彼らがNirniと共にこの新しい場所の中に行くようにさせた。そして、Fadomaiの子供たちの多数は逃れて星々になった。そして、Fadomaiの子供たちの多数は死んだ。そして、その他の者達は留まってLorkhajを罰した。
　Fadomaiの子供たちは〈Lorkhajの心臓〉を引き離して、それをNirniの深みの中に隠した。そして、彼らは言った。「騒がしいLorkhaj、お前が多数の時期をかけてNirniを歩き回るように我々は呪おう」
　しかし、子供たちを作れたので、すぐにNirniはLorkhajを許した。そして、彼女は自身を子供たちで満たした。しかし、愛すべき子供たち、すなわち森の民は自身の姿形を知らなかったので、彼女は泣き叫んだ。
　そして、Azurahは彼女の下を訪れて言った。「可哀そうなNirni、泣くのを止めなさい。Azurahは貴女に新しい人々を贈ろう」そして、Nirniは啜り泣きを止めた。そして、Azurahは第１の秘密を月たちに話すと、彼らは分かれてAzurahを〔月たちの間を〕通り過ぎさせた。そして、人と獣に引き裂かれている森の民をAzurahは取って、彼らをNirniに於ける極上の砂漠と森林に置いた。そして、Azurahは知恵を絞って、多数の姿形の彼らを作って、あらゆる目的に適った一種類を作った。そして、Azurahは彼らをKhajiitと名づけて、第２の秘密を伝えて、それらの秘密の価値を教えた。そして、Azurahは立ち去って、第３の秘密を〈月の格子〉〔Lunar Lattice〕に話して、その〈格子〉にKhajiitを結びつけた。その〈格子〉は、Nirniの秘密を守るものとして相応しかったからだ。それから、また第３の秘密を話すと、月たちは月光を沼地に下ろして、その光は砂糖になった。
　しかし、Y'fferは第１の秘密を聞いてから、こっそりとAzurahの後を追った。そして、それらの秘密をY'fferは正しく理解できなかったので、彼はAzurahの策略をNirniに伝えた。そして、Nirniは灼熱かつ極寒であるように砂漠を変えた。そして、Nirniは湿気を帯びて毒に満ちるように森林を変えた。そして、NirniはY'fferに感謝して、彼もまた森の民に変えた。そして、Azurahのような巧妙なる知恵を持っていなかったので、Y'fferは森の民を何時でもElfに変えて、獣あるいは木々に変えることは決して無かった。そして、Y'fferは彼らをBosmerと名づけた。そして、その瞬間から、彼らはKhajiitと同じ寝藁の中では眠らなくなった。
　そして、それらの秘密をY'fferは正しく理解していなかったので、Fadomaiの子供たちの全員が〈格子〉を横切れるように、彼は天空中を横断して最後の息でもって第１の秘密を叫んだ。しかし、Azurahは知恵を絞って、AhnurrとLorkhajの両耳を塞いで、その言葉を彼らだけが聞こえないようにした。
訳注
　※１　「猫と同じくらいに速かったり遅かったりするもの」は時間であり、それ故に、その時間を与えることになる。以下、同様。
　注釈：この文書は、『Morrowind』の発売される以前に、Douglas“AFFA MU”GoodallからQwertyに送られてきたものである。本文の著作権はBethesda Softworksに帰属する。
